平成 (へいせい)２８年度 (ねんど)第 (だい)５回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にちじ)：平成 (へいせい)２８年 (ねん)８月 (がつ)２５日 (にち)（水）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)１１名 (めい)、事務局 (じむきょく)２名 (めい)、見学 (けんがく)１名 (１めい)

１．会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
①今後 (こんご)のプロジェクト (ぷろじぇくと)の開催 (かいさい)について
前年度 (ぜんねんど)の話し合い (はなしあい)の中 (なか)で、この場 (ば)以外 (いがい)の場所 (ばしょ)で開催 (かいさい)してはどう　かとの意見 (いけん)が出て (でて)います。今回 (こんかい)は、地域 (ちいき)や施設 (しせつ)での生活 (せいかつ)について話し合い (はなしあい)ました。
	①地域 (ちいき)や施設 (しせつ)での生活 (せいかつ)について

	・地域 (ちいき)での生活 (せいかつ)は、自分 (じぶん)で考えて (かんがえて)、自分 (じぶん)のやりたい事 (こと)を出来る (できる)ことが嬉しい (うれしい)です。
・施設 (しせつ)に入って (はいって)いる人 (ひと)は、自立 (じりつ)体験室 (たいけんしつ)の情報 (じょうほう)を知って (しって)いる人 (ひと)が少なかった (すくなかった)です。そのような情報 (じょうほう)が入って (はいって)こないからです。
・施設 (しせつ)での生活 (せいかつ)は「割り切る (わりきる)」と楽 (らく)です。でもやりたい事 (こと)は出来ません (できません)でした。
・施設 (しせつ)から出て (でて)困った (こまった)ことは食事 (しょくじ)です。また、施設 (しせつ)だとある程度 (ていど)のケア (けあ)をしてくれますが、自立 (じりつ)生活 (せいかつ)をすると自分 (じぶん)自身 (じしん)で体調 (たいちょう)管理 (かんり)などする必要 (ひつよう)があるのでそこが大変 (たいへん)です。
・施設 (しせつ)だと自分 (じぶん)の食べたく (たべたく)ない物 (もの)も食べない (たべない)といけません。毎日 (まいにち)です。
・自分 (じぶん)自身 (じしん)がやりたい事 (こと)をやろうよ、と伝えたい (つたえたい)です。
・私 (わたし)は自立 (じりつ)体験室 (たいけんしつ)を３年間 (３ねんかん)利用 (りよう)し、自立 (じりつ)に至りました (いたりました)。
・私 (わたし)は今 (いま)、自立 (じりつ)体験室 (たいけんしつ)を利用 (りよう)しています。自立 (じりつ)体験室 (たいけんしつ)を利用 (りよう)している人 (ひと)を知り (しり)、体験 (たいけん)利用 (りよう)に至りました (いたりました)。今 (いま)、体験室 (たいけんしつ)で、自分 (じぶん)自身 (じしん)のやりたい事 (こと)が実現 (じつげん)出来て (できて)います。
・相模原 (さがみはら)の事件 (じけん)では、施設 (しせつ)の安心 (あんしん)・安全説 (あんぜんせつ)が崩れました (くずれました)。この事件 (じけん)を受け (うけ)、今 (いま)が差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)・合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)をもっと市民 (しみん)に知って (しって)もらうチャンス (ちゃんす)なのに、そうではなく障 (しょう)がい者 (しゃ)の隔離 (かくり)を進めて (すすめて)しまうような対応 (たいおう)が見受けられます (みうけられます)。そのような対応 (たいおう)はどうなのでしょうか。私達 (わたしたち)がもっと怒って (おこって)いくべきではないでしょうか。
・施設 (しせつ)にいると、外出 (がいしゅつ)するのに、施設 (しせつ)によりますが１週間 (１しゅうかん)から１ヶ月 (１かげつ)程前 (ほどまえ)には外出 (がいしゅつ)の申請 (しんせい)が必要 (ひつよう)になります。でも、自立 (じりつ)生活 (せいかつ)をしていると、自分 (じぶん)自身 (じしん)が行きたい (いきたい)時 (とき)に外出 (がいしゅつ)することが出来ます (できます)。
・本来 (ほんらい)の生活 (せいかつ)は、ご飯 (ごはん)に例える (たとえる)と、施設 (しせつ)のようなＡ (えー)定食 (ていしょく)かＢ (びー)定食 (ていしょく)かの選択 (せんたく)ではなく、沢山 (たくさん)の選択肢 (せんたくし)の中 (なか)から選ぶ (えらぶ)ことが出来ます (できます)。
・選択肢 (せんたくし)が増える (ふえる)と、沢山 (たくさん)の可能性 (かのうせい)が広がります (ひろがります)が、反対 (はんたい)に失敗 (しっぱい)することもあるかもしれません。ただ、そこから経験値 (けいけんち)が増えて (ふえて)いくと思います (おもいます)。
・私 (わたし)は施設 (しせつ)で暮らした (くらした)ことはないですが、外出 (がいしゅつ)するのに１週間前 (１しゅうかんまえ)の申請 (しんせい)が必要 (ひつよう)という事 (こと)を聞き (きき)、不自由 (ふじゆう)な生活 (せいかつ)だと思いました (おもいました)。
・私 (わたし)の障 (しょう)がいは見た目 (みため)では分かりにくい (わかりにくい)です。私 (わたし)と同じ (おなじ)ような障 (しょう)がいの方 (ほう)が、この場 (ば)に増えれば (ふえれば)もっと私 (わたし)の障 (しょう)がいの事 (こと)を伝える (つたえる)ことが出来る (できる)かもしれません。
・私 (わたし)は地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)していますが、制度 (せいど)の情報 (じょうほう)がなかなか入って (はいって)きません。自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)のことも、新聞 (しんぶん)記事 (きじ)を読み知りました (よみしりました)。
また、私 (わたし)は同じ (おなじ)ような障 (しょう)がいのある方 (かた)が来られる (こられる)集まり (あつまり)に参加 (さんか)していますが、仲間 (なかま)と分かち合う (わかちあう)ことが大切 (たいせつ)だと思います (おもいます)。そして、情報 (じょうほう)を発信 (はっしん)していくことが大事 (だいじ)だと思います (おもいます)。
⇒皆さん (みなさん)の話 (はなし)を聞き (きき)、このような私達 (わたしたち)の想い (おもい)を伝えて (つたえて)いくことが大事 (だいじ)だと思います (おもいます)。



３．これからの内容 (ないよう)について
　（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
　　　・９月 (がつ)２８日 (にち)（水）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　　　・１０月 (がつ)１９日 (にち)（水 (すい)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
（２）研修会 (けんしゅうかい)の予定 (よてい)
　　　・９月 (がつ)３０日 (３０にち)（金 (きん)）…
　　　　三重県 (みえけん)相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)等 (とう)専門 (せんもん)コース (こーす)別 (べつ)研修 (けんしゅう)
（障 (しょう)がい児 (じ)支援 (しえん)）
　　　・１０月 (がつ)５日 (にち)（水 (すい)）～７日 (７か)（金 (きん)）…
三重県 (三重県)相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)現任者 (げんにんしゃ)研修 (けんしゅう)

○平成 (へいせい)２８年度 (２８ねんど)第 (だい)６回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)６回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)２８年 (ねん)９月 (がつ)２８日 (にち)（水）
午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
